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黒死病以前のイングランドにおける農民生活

の一側面:生活水準研究に向けて(1)

吉田敬洋 (2)

要旨

本論文は.黒死病以前のイングランドにおける農民の収入資源について，東部地域を

主な対象として，生活の困難な農民間にとっては，不作，大飢鐙の他，標準的な年でも，

生活資源として利用せざるを得ない資源もあっただろうことを再整現した。彼らの生活

資源にとって，窃盗.侵害， 1員8.借入なとも 1つの重要な行為であり，例えば，本来，

罰金に処せられるところが免除されている。地代の未払いも生活の凶窮を反映するだろ

うことを観察できたは)。

キーワード:中世，イングランド，農民，犯罪

JEL cordes: N93 

1 はじめに

本論文は，黒死病イングランドにおける農民の生活資源について，彼らの生活水準の視

点から，再検討する。具体的には，裁判記録を主に利用して，農民間の土地取引，窃盗，

(1) 本論文は，修士論文の大幅な加筆，修正であり，重富公生教授(神戸大学)，奥西孝至教授(神

戸大学)，橋野知子准教授(神戸大学)から御指導を頂いた。そして末広菜穂子教授(広島経済大

学)からは本論文の執筆・投稿に際して懇切な御指導を頂いた。史料の蒐集の際には岡田逸太氏

にお世話になった。ここに記して感謝申し上げる。本論文のありうべき誤謬は全て筆者の責任で

ある。

( 2 ) 神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程 (e-mail:076ell1e@stu.kobe-u.ac.jp) 

(3) Dyer，‘A Redistribution'， pp. 21-25， pp.32-33 吉田， 1"農民保有地J，37-41賞。
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侵7写， f員吉暴行，地代の未払いなどの件数を数え，これまでの生活水準研究が提示する穀

物以外の生活資源を踏まえつつ(例えば，賃金，家禽，野外採集物など)，再整理するは)。

農民の生活資源に関わる研究となると，文献は多数あるだろうし，様々な視角から行わ

れているだろう。また，多くの農民にとって主要な生活資源と言うと，穀物だろう(そう

ではないかもしれない。)。本論文が関連する全ての研究を網羅しているわけではないが，

例えば，長嶋のように，農民間の土地取引を農民が生活資源を得る lつの機会と捉え(日

七地取引に関する研究に日を向けると，国方がその研究史を整理するようにベカルテ・

ナティヴォルムを M.L.Bブルック(Brooke)，M. M ポスタン (Postan)が刊行して

後， E. ，J.キング (King) は自由農保有地の土地取引に関する研究を，長島が土地取引に

関わった家系を考察する (IJ。その他，より古い研究として F.Mページ (Page)，先のポ

スタンの研究を批判的に捉え， ノーフォークのような東部地域が早い時期から農民間の

上地取引を展開していたことを指摘する P.R.ハイアムス(Hyams)の研究がある (8)0 

A.マクファーレン (Mcfarlane) は，農民の上地取引は一個人の意思に基づいて行われ

たと促えるが，沢田は，個人の意思のみから土地取引が行われていたと捉えるには程遠い

点を指摘する(引退時の扶養同意，共|口l保有など)(9)。このような世帯の点からすると，

大世帯なら，その生計に見合う保有地は自然と大規模になろうし，小1仕帯はより小規模に

なろうことから，その保有地の規模の調整役として土地市場を促えるのが， C ダイヤー

(Dyer)，ポスタンであり，他の先行研究も含め，三好が整理する(10)。

そして飢鋒や疫病の流行の時には 0316年-24年)，土地取ヨ|が多い点を指摘するのが，

Iカーシャウ (Kershaw)である ((1)0 B.M.Sキャンベル (Campbe!l)も指摘しており，

仁地取引の什数を不作，豊作とを対応させ，不作の後，売却した土地を買い民す事例を指

摘する他， jIk.市内よりも世帯外で上地取ヨ!が多い事例を指摘する(/ーブオーク)112)。一

( 4) 81J1， ['生活水準と保有地j，11-17頁。

(日) 長島， ['農民家族と土地譲渡j，85-87頁。

( 6) 国方， ['初期農村土地di場j，103-143点。

( i) Carte Nαtiuorum， pp. xxviii -lx. King，“Carte Nαtiuorum "， pp. 99-125 

( 8) Page，‘The Law of Transfer¥pp. 108-125. Hyams，‘Peasant Land Market'， pp. 18-31 

(9 ) マクファーレン， l'イギリス個人主義」。沢田， r土地保有と共同体J，59-88'~し

< 10) Dyer， Stαndards of Liuing， p. 123 二好， ['農民間の土地移動j，7-11 Cl:o 

(11) Kershaw，‘Great Famine¥pp.3-50 

(12) Campbell， 'Population Pressure'， pp. 87 -134. Campbell， 'Nature as Historical¥pp. 281-314 



黒死病以前のイングランドにおける農民生活の相IJ而:生活水準研究に1"]けて 3 

方，血縁別 Csibling) に土地取引の記録を分類し，世得外よりも世帯内の土地取引が多

いことを指摘するのはR.H.スミス CSmith)である(サフォーク)oo)。寡婦との婚姻件

数が減少したことを指摘するのが， Jレイヴンズテール CRavensdale)である (14¥。そし

てミッドランド東部地域において，開墾が活発に行われていたことを J.A.ラフティス

CRaftis)が指摘することとは対照的に，国方は農民間の土地取引は閉塞していたことを

指摘する(オックスフォードシャー)(¥5)。

国万が村外への余剰人員の排出を指摘することから，氏の対象とする村落からミソドラ

ント東部地域への人の移動を lつには推測できるかもしれないが，土地取引以外にも様々

な資源が，農民にとっての副収入になっていた。賃金，家畜資源，菜園作物，野外採取物，

家内生産物，あるいは最近， C.フリグス (Briggs)が裁判記録を利用し，検討する金銭の

借入も生活資源の lつだろう(返済不能の場合には，訴訟へと展開しただろう。)。飢鋒の

ような土地取引の作数と101傑，金銭の借入の件数も多いことに加え，女性による金銭の借

入も男性と同様に，少なからず，観察できること，また金銭の借入に関連して，自由農保宵

地を生活資源よりも，資産 (asset)としてブリグスは捉えている(ケンブリッジシャー)(l!i) 0 

そして大飢鐘の時期に悲惨とも思える極端な事例を H.Sルーカス (Lucas)が 1930年

の研究で挙げており，国方は 13世紀後期から 14世紀初期を 3期に分類し，農民の生活水

準が漸次低下したことを指摘する(17)。農作業以外への就業の点からすると， 1279年の土

地調査を利用して，自由身分の職種を考察するのが M.パーグ CBarg)であり，勘坂は市

場開設した荘園における小規模な土地の保有を指摘し，そのような土地保有者の一部は手

工業者だったことを推測させる事例をコスミンスキーは同時期の別の記録から指摘する (18)。

そして E.B.ドゥウィント (Dewindt) は15世紀後期を契機に，エール醸造などの女性

(13) Smith， 'Families and Their Land'， pp. 135-196 

(14) Ravensdale， 'Population Changes'， pp. 197-226黒死病以後では，土地収引の件数とともに，

許可料 (fine)の動向は， J.ムラン CMullan)に詳しいC:'v[ullan，‘Transferof Customary 

Land¥pp. 81-107.)。

(15) Raftis， AssαrtDαtα 国}j， r領主支配と農民~， 246頁。

(16) Briggs， 'Credit and the Freehold¥pp. 109-127. Briggs， Credit αnd Villagr. Hallam， The 

Agrarian Historッ， vol. 2， pp. 818-853. [ヰ方， r領主支配と農民1 246頁。長島， 1農民家族と土

地譲渡j，67-87頁。

(17) Lucas，‘Great European¥pp. 343-377国方， ~鎖主支配と農民1 211-268頁。

(18) Barg，‘Social Structure'， pp. 108 -115勘版， r自由保有者と小屋住みj，51-63頁。コスミン
スキー， 1一二七九年のハンドレッドj，108-109頁。
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の経済活動の状況や就業状況が変化していたことを指摘する(19)。

以上のような研究を背景にして，本論文は，剰余はないが，かろうじて生活資源を獲得

する農民世帯や生計を立てることの困難な世帯にとって， これまでの生活水準研究が提示

する資源以外にも何が考えられるのか，という問題視角に立ち，次節のように，史料を取

り扱った。

2 史料 (20)

主に利用した記録は東部地域，北部地域のウェイクフィールド裁判記録の他，カルテ・

ナティウォルム，である。

取り上げた記録は，先行研究の分類に拠ったが，いくつか修正した。その件数は行為者

の件数で分類した。例えば，許可なく婚姻した場合，規則に違反した場合，あるいは不出

頭の理由説明や何らかの問題に対する和解のための許可料の支払いなどが該当する。基本

的には，違反者で取り上げた。先の事例の他に，エール規定への違反，暴行，中傷，窃盗

が相当する (21)。

しかし，違反者とは言っても，同姓同名の場合，同一人物の可能性もある。同一人物と

特定できる場合を除き，全て異なる人物と想定した。罪状が複数件になる場合には最初に

挙がる記録の内容で取り扱った。それが関連する場合，適宜，調節した。例えば，木を伐

採し，それを売却した場合，売却の項目で取り扱った。違反者を判明できない場合，次の

2点で取り扱った。土地の交換や和解や同意などを複数名と行っている場合，その最初の

人数を取り挙げた (2名と 1名の土地交換は 2名. 1名と 2名なら 1名。 1点目)。同意記

録の場合，同意のための許可料を支払った者で取り扱った。その他，訴訟を取り下げた記

録は，訴訟の原因となった加害者ではなく，その取り下げた者で取り扱った (2点目)。

そして各種調査は各々の項目で分類し，結果の判明する記録はその内容の該当する項目で

取り扱い，判明しない調査は 1件として取り扱った。違反者が不明の記録は，不明1件と

(19) Rαmsey， Hepmαngrove， pp， 30-33 

(20) 本論文に挙げた裁判上の各種術語は，特に，沢田の研究が非常に勉強になり.本論文で利用し

た術語のほほ全ては氏の研究に依拠している。

(21) ただ，土地のグラフは，いずれも，土地の保有，譲渡，還付，貸出は，各々，保有者，譲渡者，

還付者，貸出者とした。
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した。そして土地取引への参加者を整理する際には，姓名で分類し，夫婦は 1組として調

整した。R.H.ブリトネル (Britnell)が指摘するように，手工業に関わる姓は，必ずし

も，その職に従事していなL、かもしれな1.1。長島は，マーチャントが農奴として土地を保

有する事例を指摘する。各身分(“villein"，“free-holderつが記録にない場合，都市民

かもしれない。グラフ中の各年のカッコ内の数字は開廷件数である (22)。

以上のようにして，裁判記録を， I土地j. I所有物などj. I侵害， t員害なとj. I違反な

どj. I耕作放牧j. I領主への宣誓・忠誠j. I法廷の運営などj，Iその他j. で主に分類し

fこ。

基本的には以上だが，各地域の記録で指摘すべき諸点や，筆者単独の作業のために，見

過ごした諸点もあろうし，筆者による上記の取り扱いに対して違和感を覚える諸点もある

だろう。

3 特徴 (23)

このような問題があるが，違反者，例えば，窃盗，強盗，金銭の借入(記録に挙がる場

合，返済せず，訴訟されている者).土地へ侵害せざるを得なかった者の点から，分類し

て，付録の結果を得た(表 1~表 6. グラフ 1~ クラフ 19) 。 しかし，史料上，違反者を

観察できるからと言って，必ずしも，生活に困窮していた者とは限らない。別の目的で犯

罪を起こした者もいただろう(例えば，不当に叫喚追跡 (unjustlyhue and cry)をした

者)。上記の分類は，これまでの生活水準研究を踏まえての筆者による主観的な分類であ

る。ロックによると，開廷件数は，各荘園に応じて，週単位だが，ウェイクフィールド裁

判記録は，ワルシャム裁判記録に比して，年によって異なる O また，クーハム荘園やダウ

ンハム荘園では 17年から 22年には飢鋒のために開廷しなかったのかもしれないし，史料

が残存しなかったのかもしれない。史料の残存という偶然もあったかもしれないし，その

当時の歴史的出来事も，開廷件数に反映するかもしれない。あるいは開廷件数が毎年異なっ

(22) Britnell.‘Specialization¥pp. 5-6 長島. r農民間の土地譲渡J. 105-125頁。 Wαlshαmle 
Willows. vol. 1. p. 148. 

(23) 吉田.r付録回生活資源J.1-9頁。罰金は，対応する各種違反や犯罪なとで，ほほ一定してい
る。筆者の不勉強のために，何らかの意味を見出すことができず，本論文では，取り扱うことが

できなかった。
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ていても，特徴を整理するに際しては，問題はないのかもしれない。中には，開廷{!!:数に

対応した件数を反映しない項目もある。様々な要因を考慮しなければならないが， この点

は，今後の課題である (24)。

3-1 土地取事1:イングランド中部地域(カルテ・ナティヴォルム，シャルグレーヴ裁

判記録)

カルテ・ナティヴォルムにある(表 2)，例えば， ピーターパラ(7)では，非農業者は

29%，寡婦は 14%，農民は57%，ノミラベリ(111)は各々 ， 14%， 16%， 65%， ウォルト

ン (69)は各々 ， 20%， 4 %， 74%，ウェリントン (67)は各々 ， 16%， 3 %， 79%であ

り，長島の述べるように，農民が多L、。シヤルグレーヴ裁判記録(表 3)は半松の研究に

詳しいが，慣習違反の内の土地取引に関わる項目と「還付と承認」を農業以外の者に分類

すると(土地取引の件数が多い形になるが (78 年~90 年では 54 件， 93 年~1300 年では

39件， 02 年~13 f下では 56件))，その内，手工業者は 78 年~90 年(17)では 24% ，

93 年~1300 年 (6) では 17% ， 02 年~13 年(15) では 27%である(その他は寡婦や女

性を含めた手工業者でも農業者でもない者)。非農業者を一定程度確認できる (3 害1j~4 割

程度)。

3-2 地域聞の特徴:ワルシャム裁判記録，ラムゼイ裁判記録，ウェイクフィールド裁

判記録

ラムゼイ裁判記録では(表4，グラフ 1~ グラフ 4)，いずれの項目も年々の件数の増減

が目立つ。所有物に関する項目は 1308年まで減少傾向にあり， 1309年に件数は多いが，

その後も， 1350年まで減少傾向にある O 違反，不履行の項目は08年まで減少し 09年以

降，増加傾向にある。叫喚追跡， 10人組への加入問題も増加傾向にある。暴力・暴行事

件が 15 年~22 年ではなく，その前の年の 12 年に多 L、。残る記録に何らかの特徴を見出

せるわけではないが，侵害，損害は 08年までは減少傾向にあり，その後，件数は増減す

るが，一定程度記録がある。そして上地の記録は小数である O しかし，飢銭の年に多く，

そして 05年にも記録がある。内訳を見ると，土地取引は飢鍾の年にのみ多いが，件数が

少ない分，何らかの特徴を得ることは難しL、かもしれないが，内訳を見ると，非農業，女

性も観察できる O 少数ではあるものの，例えば，醸造 (brewer)，パン焼き (baker)，屠

(24) Walshαm le Willows， vol. 1， p. 6 
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殺 (butcher)，酒頬屋 (victualer)，皮革屋 (skinner)，なめし業者 (tanner)，靴修繕

屋 (cobber)等に女性が従事しており，その他， ドゥウィントによると， 15世紀初期に

なると，織物崖 (weaver)，仕立て犀 (tailor)，染物屋 (dyer)，縮械屋(fuller)なと¥

織物に関わる業者も出現する (25)。

ワルシャム裁判記録では(表 5 と表 6，グラフ 5~グラフ 10)，開廷件数が少数のため，

大きく 4 期間に区分できる 0303 年~21 年， 24 年~30 年， 31 年~43 年， 44 年~50 年)。

ラムゼイ裁判記録のように，農業上の危機(特に， 16年から 19年)にどの項目の記録が

多L、。 40年以後では，土地に関する項目のように増加する項目があれば，所有物のよう

に45年以降減少する項目もある。侵害や損害は， 29年に件数が多く，およそ 38年まで

増加している O 損害や侵害と同様，放牧・耕作に関わる項目も 30年代に多く，耕作に関

わる問題も含めて，農業上の項目と Lたが，記録は牧羊に関わる項日がほとんどである。

囲い込み請求権 (fold)の要求が 1330年前後から比較的多い。そして地代などの滞納物

も， 26年以降，増加している他，宣誓，法迂の運営も 30年代に記録が多く，その後は，

何らかの特徴を観察できなL、。土地の項目の内訳を見ると，ロソクが指摘するように，還

付と承認の件数は多い(加。土地の売買は 31年以降増加している。相続，土地保有，還付

と承認，領主への土地の回復は 18年に多L、。そして土地の売買への参加者を見ると，農

民と思われる者が多く，女性となると，その記録はより少数である。特に，土地の交換は

総計 15件中，農民 11件(相手方8件)，非農業者3件 (5件)，女性O件c1件)，不明

1件c1件)である。土地の貸借は総計68件中(全て貸手で考慮した)，農民37件(借

手51件)，非農業者9件 (6件)，女性20件(その内，姉妹は4組 (3件))，夫婦1組 (0

組)，不明O件 o件)である。
都市聞の比較からすると， ウェイクフィールド裁判記録のほぼ全ての項目は(グラフ

11~ グラフ 16) ， 1307年(開廷件数は 7件)を除いて， 16年まで増加傾向にあり，その

後，減少している O 違反の項目は， 29年に特に多L、。耕作や放牧の項目には，他の裁判

記録とは異なり，家畜が聞い地などから逃げ，罰金を受けた者が多い。特に，違反には，

エールやパンの製造や販売規定 (assize)の違反よりも，木，野草の伐採，採取に関わる

違反者が多い。また，食料を含む窃盗件数が多い年では，暴行，殺害も件数が多く，ラム

ゼイ裁判記録とは対照的である O また，他の裁判記録では，その他の項目に含めた暴力，

(25) Rαmse.ツ，Hepmangrove， pp. 24-25 

(26) Court Rolls of Wαlshαm， p. 11. 
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誹誘・中傷が多い。

土地取引では，土地保有として分類した項目が多い。土地保有全体からすると，開廷

件数に比して， 1316年以後の件数は以前よりも少数である。土地保有の内には，許可証

(license)を取得する形式と金銭を支払うことで土地を保有する形式があり， 1290年代ま

では許可証による保有が多く，その後，金銭による保有が多い。相続は土地保有と同様，

16年まで増加し，それ以後，減少している。還付と承認は 17年以後，還付と承認は増加

しており，保有する形式の変遷を観察できる。ただ，土地の売買や貸出には，目立った傾

向は見られない。しかし，保有地に対する何らかの訴訟は 07年を境に，減少している。

特に， 1316年前後から，土地保有，還付承認，土地相続は減少している。

3-3 大飢箆以前と以後:ダウンナム裁判記録，クークハム裁判記録

大飢鍾以前と以後との比較からすると，ワルシャム裁判記録では所有に関する項目と土

地の項目は類似している。侵害や損害，違反，不履行も同様である。ダウンナム裁判記録

(グラフ 17)の土地に関わる項目は大飢鍾以後増加している。所有に関わる項目は，大飢

鰹直前から 23年に減少し，その後増加するものの， 25年以後再度減少しており，侵害や

損害にも同様の傾向を観察できる。侵害や損害は大飢鐘以前では何らかの傾向を観察でき

ないが， 16年の開廷件数が1件のために， 16年は少数である。その後，侵害や損害の件

数は増加しているが，ダウンナム裁判記録の 26年， 27年では減少している。

クークハム裁判記録(グラフ 18)の所有に関する項目も，長Il鑓以後，増加している。

特に，エール醸造に関わる件数が，飢縫以後，多い(詳細は掲載していない。)。侵害や損

害には領主の穀物畑への侵害や損害が多L、。土地に関わる項目は飢鐘の前後に多く， 36 

年以後，増加している。しかし，耕作や放牧は，ダウンナム裁判記録とともに，大飢鍾以

後，特徴を観察できなL、。

4 比較対照:1つの解釈

各裁判記録から得られた特徴を整理してきた。何らかのまとまりのある形で整理できれ

ば，得られる解釈もより意味のある形になるだろうが， この点は今後の課題としたい。

前節の特徴に対して，暫定ではあるが，以下のように解釈してみたい(あくまでも， 1つ

の解釈であり，見方によっては別の解釈も様々にできるだろう。)。

違反者の中には，領主の土地や共同地を侵害し，そこへ損害を与え，生成する各種資源
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を伐採，採取して，販売，私的に利用している。生活資源のためなのか，大飢鐘，不作の

年に多かった。対応して，領主に対して宣誓，忠誠を誓わなければならない項目が30年

代に特に多かった。その際に，各種動産や不動産が一時的に領主の下へ回復または差し押

さえられていた。そして生活資源が不足したのか，土地取引の他にも，窃盗，各種資源へ

の侵害，金銭の借入，債務不履行，あるいは採取物の売却などが発生していたのかもしれ

ない。ウェイクフィールド裁判記録では窃盗の内，穀物，家畜，野草や木の実 (nuts)な

どの食糧に関わる窃盗が多く，中には，窃盗品を販売した者もいる O また，窃盗物を分与

してもらおうと試みたのか，その窃盗犯を匿ったために，罰金を課された者も多い(血縁

者を問わず)。土地取引や金銭の借入には，女性を一定程度観察できたが，裁判記録に出

現するエール醸造の多くは， ドゥウィントも指摘するように，女性である。彼女の生活が

日に日に悪くなるようなら， シューベルトの指摘する状況もまた起きていたかもしれない

(状況が状況なら，男女の別は関われなL、かもしれない(男娼)0)(27)。

生活に困窮すると，支払うべきものも支払えなかっただろう。貧困者である限り，罰金

や罰則などは免除された。地代の滞納 (arrear)については，農民が意図的に支払わず，

領主に対して抵抗していたことをダイヤーは指摘するが，例えば，ワルシャム裁判記録で

は大飢縫でも件数が多いことから，支払おうにも支払えなかったのだろう。貧困のために，

支払い能力のない者もダイヤーは指摘しており，平松はシャルグレーヴ裁判記録の研究で，

貧困のために罰金を免除された事例を指摘する明。

生活の困窮は人を自暴自棄にさせるのか，不当な叫喚追跡に向かわせたかもしれない。

生活の苦境は人々を苛立たせ，誹誘・中傷も増えたことだろう。非嫡子の問題もその lっ

かもしれない。男性ではなく，女性がほほ、その罰則の対象となっている O ここには，確か

に，男性の優位を察するだろう。 30年代では不当な叫喚追跡は多く，同様に，十人組への

加入の問題の件数も多かった。ただ，対象とする年代は異なるものの.S.Wハル (Hull)

の述べる事情のためか，強姦 (rape) はほとんど裁判記録には出現していない(却)。しか

(27) シュ ベルト. r中世人の日常~. 52~69 頁. 139~ 148頁. 249~262 真。例えば，中世後期におけ

る性の開放性をシューベノレトが指摘するために述べ筒所について，女性による庶子税 (Childwite)

の支払いに関連して，引用すると，以Fである。『・・・娼家の女性たちの生活が苛酷で，また・・・

絶望の帰結であ(り)，娼婦たちは仮借のない貧困のしわ寄せを背負わされた(シューベルト，

『中世人の日常~， 52~53 頁。u

(28) Dyer，‘A Redistribution'， pp. 21-25， pp. 32-33. ijZ松， I農民間の土地譲渡J，23頁。

(29) 竺好， I荘園裁判記録帳J，53-60頁。 Dyer，Stαndαrds of Liuing， p. 124-125.ハノレ， r女は男
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し，例えば，不当な叫喚追跡のように，それが故意であったり，繰り返し行ったり，度が

過ぎるようなら，貧困者であっても，何らかの処罰もあったかもしれなL、。生活資源から

すると， ピーターパラ修道院の白書 (WhiteBook)からは，金銭の借入，役得，年金

(annuity)など様々な生活資源を確認できる。そしてルーカスの指摘する人食の現象こ

そ，窮乏を決定的に示すホールマークだろう (30)。

生活の窮状に活路を見出せられるのか。その lっとして乗り出したのが，牧羊業あるい

は毛織だったのかもしれなL、。牧羊業の際にもまた，ワルシャム裁判記録のように，何ら

かの問題は起きただろうが，生計を立てることの可能な保有地が中部に比して少数だった

こと，小規模な土地がより多数だったことの一因かもしれない (3])。

5 まとめ

以上，生活資源の視点、から大飢鋒以前と以後の形で，いくつかの裁判記録を主に利用

し，再整理し， 1つの解釈を整理してきた(飛躍した解釈も十分ある。)。カルテ・ナティ

ヴォルム， シャルグレーヴ裁判記録を通じて，非農業者を整理できた。ウェイクフィール

ド裁判記録では， 14世紀初期に土地保有の形式の変遷を整理できた。金銭の借入は，本

論文では，ワルシャム裁判記録のみだが，整理できた。飢鐘の影響は，土地取引や金銭の

借入以外からも観察できた。記録に見られた何らかの行為も，一部の農民にとっては，副

次的な生活資源にもなりうる行為として捉えられなくもなかったは2)。本論文は，生活水

準研究で指摘される追加的な生活資源について，農民の生活上の立場に応じて，生活資源

も異なり，多様にあっただろうことをより一層検討する契機になったと言える。

しかし，本論文は入手可能な史料しか利用していなし、。史料を利用するにしても，本論

文の視点とは異なる見方から史料を整理すると，異なった結果や解釈，より意味のある結

果や解釈を得られるかもしれない。また，土地取引の際の土地の規模や許可料や地代を整

理していなL、。この最後の点は，土地調査記録にある地代とともに，次稿に譲りたい。

に従うもの?1 102-103頁。強姦は 1287年のラムゼイ裁判記録で 1件のみ観察できた。

(30) Smith，‘Families and Their Land'， pp， 135-196， Campbell，‘Nature as Historical¥pp. 281 

314. Lucas，‘Great Euro-pean'， pp. 360-367 

(3D 吉田， I農民保有地J，23-27 j頁。

(32) 例えば，W，αkeJ.間 ld，vol. 4， pp. 187 -188 
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付録：　黒死病以前のイングランドにおける農民生活の一側面
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表 1：　白書（パーセント）2

土地一般 所有物 宣誓など 令状，取決め等 その他

William of Woodford's of Register (115) 28 16 5 37 14

Godfrey of Woodford's of Register (190) 18 25 14 35 8

合計（306） 21 22 11 36 10

土地取引分類

女性 非農業者 農民 不明

譲渡 譲受 譲渡 譲受 譲渡 譲受 譲渡 譲受

William of Woodford's of Register (26) 8 4 23 80 69 8 0 8

Godfrey of Woodford's of Register (20) 10 15 40 50 50 35 0

合計（46） 9 9 30 67 61 20 4

1



表 2：　カルテ・ナティヴォルムの非農業者（パーセント）3

非農業者 寡婦 長島の検討した証書 非農業者 寡婦 長島の検討した証書

ピーターバラ（7） 29 14 57 コッチンガム（5） 40 20 40

バラベリ（111）4 14 16 65 ティンウェル（16） 12 13 75

ウォルトン（69）5 21 4 74 スタンウィック（3） 0 100

ウェリントン（67）6 17 3 79 グレートイーストン（21） 19 0 81

グリントン（92） 17 11 72 アウンドル（7） 43 14 43

カースタ（27） 26 7 67 スコッタ（28） 50 14 36

アースリングバラ（8） 50 0 50 ウォルコット（5） 0 100

合計（466） 21 10 69

表 3：　シャルグレーヴ裁判記録（パーセント）7

記録内訳

訴訟手続違反 免責 訴訟 慣習違反 還付と承認

1278年～1290年（176） 27 5 22 28 18

1293年～1300年（147） 31 1 25 34 9

1302年～1313年（194） 14 1 26 51 8

合計（517） 23 3 24 38 12

土地取引内訳（慣習違反（不当立入，無許可売買・賃借），還付と承認）

不当立入 無許可売買・賃借 還付と承認

1278年～1290年（43） 12 11 77

1293年～1300年（39） 38 28 33

1302年～1313年（55） 51 16 33

合計（137） 35 18 47

土地取引分類 1

不当立入 無許可売買・賃借 還付と承認

非農業者 その他 非農業者間 非農業者とその他 その他 非農業者 その他

1278年～1290年（54） 14 6 0 10 18 11 41

1293年～1300年（39） 10 30 3 23 3 31

1302年～1313年（56） 5 46 4 4 9 14 18

合計（149） 10 29 1 5 16 10 29

土地取引分類 2

不当立入 無許可売買・賃借 還付と承認

手工業者 その他 手工業者 その他 手工業者 その他

1278年～1290年（17） 24 18 24 5 0 29

1293年～1300年（6） 0 67 17 0 16 0

1302年～1313年（15） 7 13 27 7 46

合計（38） 13 24 24 3 5 31

2



ラムゼイ裁判記録8

グラフ 1：　記録される事例19
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表 4：　土地取引の内訳（件数）
相続
（農民）

土地の売買
（買手）

土地の売買
（売手）

土地の貸出
（貸手）

土地の貸出
（借手）

土地保有
（譲受）

土地保有
（譲渡）

非農
業者

農
民

不
明

非農
業者

農
民

不
明

非農
業者

農
民

非農
業者

農
民

非農
業者

農
民

農
民

領
主

1287年（9） 6 0 0 3 1 2 0

1297年（1） 0 1 0 1 0

1309年（3） 2 2 0 1 0 1

1317年（18） 0 7 9 2 10 9 2

1321年（5） 0 4 1 0

ワルシャム裁判記録12

グラフ 5：　土地取引に関わる事例 113

グラフ 6：　土地取引に関わる事例 214
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グラフ 7：　土地取引に関わる事例315
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グラフ 10：　土地の内訳 3
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表 5：　土地の売却と購入（件数）
土地の売却 土地の購入

女性 姉妹 非農業者 男性 夫婦 不明 女性 非農業者 農民 夫婦 不明

1303年～30年 3 0 2 68 2 9 4 10 64 2 4

31年～40年 3 3 38 0 4 1 3 38 2 4

41年～50年 9 1 10 69 0 8 2 24 69 1 1

合計 15 1 15 175 2 21 7 37 171 5 9

表 6：　金銭の借入（件数）
貸方 借方

非農業者 女性 兄弟・姉妹 男性 夫婦 非農業者 女性 農民 夫婦

1303年～30年 9 2 0 69 1 7 3 63 0

31年～40年 19 8 1 119 3 34 10 110 1

41年～50年 3 0 46 1 4 1 38 1

合計 31 10 1 234 5 45 14 211 2

ウェイクフィールド裁判記録16
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1 神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程（e-mail：　076e111e@stu.kobe-u.ac.jp）
2 W. ウッドフォードの登録記録は 1295年から 1299年，G. クローランドの登録記録は 1299年から 1321年。
　　土地一般：　譲与，土地の譲与，権利放棄，還付，土地調査，開墾。所有物：　遺産目録，借入，衣類・食糧
等の譲与，贈与，恩給，支払い，（荘園）収入評価。宣誓など：　宣誓，忠誠。令状，取決めなど：　令状，取
決め，書簡，但書，覚書。その他：　侵害，損害，辞任，農奴解放など。

3 Carte Nativorum, pp. 3-165. 証書の件数である。土地の譲渡者，受領者のいずれかまたは両方に，非農業
者や寡婦の記録があれば，その項目に分類した。

4 非農業者と寡婦（5%）。
5 非農業者と寡婦（1%）。
6 非農業者と寡婦（1%）。
7 Chalgrave Manor, pp. 1-66.
8 Ramsey, Hepmangrove, pp. 1-334.
9 所有物など：　所有物，滞納物，動産相続，売却，借入，賃借，窃盗。損害，侵害など：　森林伐採，各種資
源への損害，侵害，破壊，修理。違反など：　婚姻，製造・醸造違反，役職の選任・辞退。

10 暴力，誹謗中傷など：　暴力，殺人，誹謗中傷，強姦，事故死，救出，家畜の殺害，和解。法廷の運営など： 
不出頭，不出頭の申立（essoin），主張（誤りの主張も含む），不平・不満，無罪，規則の発布。その他：　虚偽，
匿い，農奴解放，仕立て，名簿，調査，覚書など。

11 土地保有など：　土地の保有，売買，貸出，相続。土地の利用：　土地の私的利用，囲い込，開墾。
12 Walsham le Willows, 1303-1350, pp. 28-336.
13 土地：　土地の売買，交換，貸出，相続，保有，還付と承認，領主への土地の回復，土地への嘆願・主張・利
用・調査。所有物など：　所有物，留置物，動産相続，売却，借入，賃借，窃盗。損害，侵害など：　森林伐採，
各種資源への損害，侵害，破壊，修理。違反など：　婚姻，製造・醸造違反，役職の選任・辞退，不履行，同
意の破棄。

14 地代などの滞納：　地代・賦役の滞納，各種支払の徴収
15 法廷の運営など：　一時的休廷，召還，不出頭，不出頭の申立（essoin），主張（誤りの主張も含む），不平・不
満，規則の発布。その他：　暴力，誹謗中傷，虚偽，匿い，許可なく領主の馬へ乗馬，仕着の領主保管，調
査，覚書など。

16Wakefield, vol. 1, pp. 1-309. Wakefield, vol. 2,pp. 1-228. Wakefield, vol. 3, pp. 1-181. Wakefield, vol. 4, pp. 1-
204. Wakefield, vol. 5, pp. 1-189.

17 Downham, 1307-1327, pp. 17-110. 
18 Cuxham, Oxfordshire, pp. 607-675. 土地：　土地保有，土地保有の権利要請，土地の売却，還付と承認，調
査。所有物など：　所有，窃盗，売却，金銭の借入，私的利用。
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